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　1　“モンティチェロ ”を訪れて（序を兼ねて）
　2011 年 9 月初旬，筆者はモンティチェロ（Monticello）（＝ T・ジェファソ
ン邸宅）を訪れた。シャーロッツビル（Charlottesville）の中心部から南東方
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　6　“ 市民宗教 ” を意識した最初の大統領（結びに代えて）
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ファソンは 2 度の聖書の “ 編纂 ” を行っている。1 度目は 1802 年に現職の第 3
代大統領としてホワイトハウスの執務室で，2 度目は 1820 年政界を引退して
当地モンティチェロの邸宅で施されたものである。後者についてはジェファ
ソン自身が「ナザレのイエスの生涯と道徳」（The Life and Morals of Jesus of 
Nazareth）と名付けている。“ 編纂 ” ではジェファソンが必要とする箇所を切
り抜き，それを用意した「白紙本」に貼り付けるという作業が繰り返された。
縦 8 インチ（約 20 センチメートル）横 5 インチ（約 13 センチメートル），48
枚の紙からなるスクラップブック形式の編纂本にはキリストの教えが「道徳」












T・ジェファソン：「教会と国家間の “分離の壁 ” 原則」再考（佐藤）
自由農民の存在を説いたジェファソンはその道徳の礎を聖書に求めたのであっ
た。更には，次の言葉を知る人は少ないようであるが，「私は真のクリスチャ
ンである，いうなればイエスの教えの弟子である（a disciple of the doctrines of 
Jesus）」（10）とまでジェファソンは言い切ったのである。































　一昨年（2010 年）3 月に下された連邦第 9 巡回裁判所の判決は，高裁レベル
としては異様ともいえるほど全米の関心を集めることになった。ほぼ全米の公
立学校において法律により朗誦を義務化されている「忠誠の誓い」について（13），
挿入された文言（＝One Nation under God）を合憲とする判断が下されたので
ある。「同時多発テロ」の翌年の 2002 年には，ところも同じ第 9 巡回裁判所で




　 こ の 2010 年 の 連 邦 高 裁 判 決（2 対 1） で は 1 人 の 裁 判 官（Stephen 
Reinhardt）から膨大な字数の反対意見書が出された。その冒頭で次のように述
べる。「国教禁止条項（＝修正第 1 条）を制定した建国の父祖達は用意周到な





















































る信仰と行為の二分論の立場から，“ 信教の自由法 ” の起草者であるジェファ
ソンの言葉によりその根拠の正当性を導き出したのであった。




リカン・デモクラシーの “ 巻き返し ” である。『独立宣言』や世界初となる『信
教自由法』を起草し，歴代大統領の中でも屈指の名声を誇るジェファソンは









T・ジェファソン：「教会と国家間の “分離の壁 ” 原則」再考（佐藤）
官 9 名は（1947 年時点で）全て民主党大統領が任命したものである。（F・ルー





























































































　ジェファソンは公認 “ 教会 ” の設立を禁じているが，“ 宗教の公認化 ” を否
定していない。それには理由があったのだ。ジェファソンが州下院議員とし
て『信教自由法』を起草した 2 年後の 1779 年にヴァジニア州知事であるジェ
ファソンは「断食と感謝の日を指定する法案（bill for “Appointing days of Public 














































らない」（40）ジェファソンが起草した『初等学校設立法（bill for the Establishing 








　ところで，ジェファソンの “ 政教分離観 ” を調査するための今回の渡米では，
偶然にも “Did Thomas Jefferson Believe in God ?（ジェファソンは神を信じて
いたか？）” という副題が付された歴史ジャーナルをワシントンＤＣ市内の書
店で入手した。（American History）（41） 6 ページ（A4 版）からなる特集を組んだ
同誌ではジェファソンを「正統なクリスチャンでも，世俗主義者でもない」と
結論している。ジェファソンの “壁” についての誤解ばかりではない。彼の “宗
教観” を巡っては学術的にも未だに論争が絶えないのだ。
　それが社会問題にもなった “事件” が 1800 年に起こった。（ジェファソン自
身が「1800 年革命」と呼んだ）この 1800 年には，共に『独立宣言』書に署名し，





















































































































































　では一体，ジェファソンは “ 国家レベルでの政教関係 ” をどのように考えた














　「分離の “壁”」書簡を送った同じ日の 1802 年 1 月 1 日，ジェファソンはファ
ンファーレ鳴り響く中で “巨大なチーズケーキ” をホワイトハウスで受け取っ
た。直径は 4 フィート（約 120cm）を超え，周囲 13 フィート（390cm），高
さ 17 インチ（約 43 ㎝），重さ 1,235 ポンド（約 560kg）から成る巨大チーズ
ケーキにはジェファソンが好んで使用した 座右銘 “ 暴政への反抗は神への忠












じく書簡送付の）2 日後の 1 月 3 日に連邦下院での日曜礼拝の説教者として
招聘したのである。ジェファソンは大統領任期中 8 年間この日曜礼拝を継続
している（60）。





ファソンがフェデラリスト党と連合した会衆派 “ 教会 ” へ向けての抗議の意味
─ 20 ─
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が込められていたと思われる。ちなみに，同州における公認教会制の廃止は





こそ，彼は “ 私信 ” として，自分を支持した特定の教会に向けて，バプティス
トの「信仰の自由」を確保するために，それを阻害してきたコネティカット
州の会衆派 “ 教会 ”（church）と “ 州 ” 政府（state）が採るべき適切な関係
（separation）を示したものと考えられる。繰り返しになるが，ジェファソンは
当該書簡以外で “ 壁 ” という文言を使用することはなかったのだ。こうしたこ































拒んだのかと。それには次の 2 つの理由が考えられる。1 つはアメリカ合衆国













ン大統領治世の 2 期 8 年間はルイジアナ購入とその後の領土拡張に伴うイン
ディアン部族との衝突は頻発するが，外国との直接的戦争は回避されていた。
─ 22 ─




領マディソンは，英国と再度戦火を交えた 1812 年戦争で 4 回に亘って全国民
に向けて「祈禱と断食の宣言（Public Day of Prayer and Fasting）」を発したの
であった（65）。
　ところで，筆者の “ ジェファソンを求めて ” の今回の旅行ではモンティチェ
ロと併せてヴァジニア大学も訪問した。モンティチェロから北西へ 5 マイル









































われわれ 1 人ひとりを，そして 1 人残らず守りたまえ！　神よ，来たるべき日
において，私を導きたまえ！」（第 1 回就任演説）　アイゼンハワ―大統領が「忠
誠の誓い」に ”under God” を挿入したのは，ソ連の水爆実験成功などにより米
ソ冷戦の緊張が最高度に達した 1954 年のことである。
　多民族多宗教化が急進するアメリカにあっては国家を統合すること，すなわ
ち，アメリカの国璽である ”E Pluribus Unum”（多くのものから一つのものに
なる）のための機能を有する “ 宗教的装置 ” の役割は 21 世紀に至るも変わる
─ 24 ─
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